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特集
もっと良くなる！

みんなで支える臨床看護研究

特集1　組織の“医療安全 ”を高める人材育成
特集2　 医療機関において警察OBが果たす役割

互いに手を取り合いながら職員の安全を守るために

特集3　 セルフケアにも患者ケアにも役立つ認知行動
療法

特別記事　 2012年度診療報酬・介護報酬同時改定を
どう読むか

●病棟に勤務する看護師がどうして研究しなければいけないの？
●教育担当看護師長に聞く，臨床看護研究のマネジメント
●どんな人が臨床看護研究を進めやすい !?
●高齢者専門の急性期病院における看護への思いと看護研究
●テーマ選びのポイント
●テーマが決まったら！書いてみよう！臨床看護研究のための研究計画書
●臨床看護研究は山あり谷あり！
●医師からみる看護研究
●臨床看護研究を指導するときに外部講師が気をつけるべきポイント
●分析方法を理解しよう！
●さあ，論文を書いてみよう

　負担ばかりが多くなる方法では臨床看護研究は成果が上がらないばかりか継続す

らできない。看護研究を効果的に実施するにはどのようにマネジメントすればいい

のか。研究を行なう人の人選，動機付けからつまづきやすいポイントとフォロー，研

究の具体的な実施方法，さらに外部講師にはどのように依頼すればいいかといった

ことまで，臨床看護研究の2011年 8 月号の特集を受けて，もう一歩進んだ看護研究

の進め方を提案します。

編集部のパソコンが今年の秋頃にようやくWindows 7 に

なるそうです（実はまだ XP でした）。半年以上前に買っ

たスマートフォンをいまだに使いこなせていない私は，

Office がバージョンアップするというだけでも，不安が

募ります。しかしよくわからないからこそ，誰かに聞いた

り，一緒に考えたりと，交流が生まれることもあります。

今後はもっと大きな周辺環境の変化もあるかもしれませ

んが，よりよい流れへのきっかけとしていければと思い

ます。（西窪）

「このまま一生，砂糖水を売り続けるのか。それとも世界

を変えたいとは思わないのか」故スティーブ・ジョブズ

氏の言葉です。IT がらみで紹介させていただきました。

世界を変えてみたいか？と問われれば，「うん」と一応答

えるでしょうか。でも，エアコンのフィルターさえ換えら

れないのが私の現実。皆さんは日々，組織・システム改

革に努力していることと思います。小さなことからコツコ

ツと。やはりそれが，やがて世界を変えるのでしょうね。

（金子）

編集後記
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